
 

大川村

・四国の中央部に位置する山村

・面積：約95.27平方キロメートル
　　　
・人口：396人
　（離島を除く市町村では最少）
　（高齢者比率43.18％）

・広大な村域に住家が散在
　（集落20箇所）
　（世帯数210世帯）
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図表Ⅱ-14 市町村別の人口増減率（平成 17～22 年、平成 22～27 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省 国勢調査 
注 1）過疎地域、中山間地域について、○は全域が該当、△は一部が該当を示す（平成 27 年 4月 1日現在）。 
注 2）平成 22～27 年の増減率順（降順）である。 

注 3）増減率の差（ポイント）は、四捨五入の関係で計算が合わない場合がある。 

過疎 

地域 

中山間

地域 
市町村名 

平成17～22年 

増減率（％） 

平成22～27年 

増減率（％） 

増減率の差

（ポイント） 

△ △ 高知市 △1.6 △1.8 △0.2 

△ △ 香南市 0.9 △2.6 △3.4 

 △ 南国市 △2.5 △3.0 △0.5 

○ ○ 大川村 △23.6 △3.6 20.0 

△ △ 香美市 △4.9 △4.4 0.6 

△ ○ 四万十市 △5.2 △4.5 0.7 

 △ 芸西村 △3.8 △4.7 △0.9 

○ ○ 北川村 △7.5 △5.3 2.2 

 △ 土佐市 △4.4 △5.7 △1.3 

 △ 佐川町 △3.4 △6.0 △2.6 

○ ○ 奈半利町 △5.0 △6.1 △1.1 

○ ○ 三原村 △7.0 △6.4 0.7 

○ ○ 田野町 △9.4 △6.8 2.6 

○ ○ 四万十町 △8.7 △7.5 1.2 

 ○ 宿毛市 △7.3 △7.5 △0.2 

 △ 日高村 △7.6 △7.7 △0.1 

○ ○ 土佐町 △5.9 △8.3 △2.4 

○ ○ 須崎市 △5.1 △8.5 △3.3 

○ ○ 越知町 △8.3 △9.1 △0.8 

△ ○ いの町 △7.4 △9.2 △1.7 

○ ○ 黒潮町 △8.0 △9.3 △1.3 

○ ○ 梼原町 △13.9 △9.4 4.4 

○ ○ 津野町 △6.6 △9.6 △2.9 

○ ○ 中土佐町 △8.8 △9.8 △1.0 

○ ○ 安芸市 △3.9 △10.1 △6.1 

○ ○ 室戸市 △13.0 △11.1 2.0 

○ ○ 安田町 △9.9 △11.4 △1.5 

○ ○ 大月町 △10.2 △11.9 △1.7 

○ ○ 東洋町 △13.0 △12.3 0.6 

○ ○ 本山町 △6.2 △12.9 △6.7 

○ ○ 土佐清水市 △7.2 △14.0 △6.8 

○ ○ 仁淀川町 △11.5 △14.6 △3.1 

○ ○ 大豊町 △14.1 △16.0 △2.0 

○ ○ 馬路村 △13.4 △18.8 △5.3 

－ － 高知県 △4.0 △4.7 △0.7 

年代別人口の変化率 市町村別人口増減率の推移

一般社団法人持続可能な地域社会総合研究所作成資料

H22～H27の増減率は、県内市
町村の中でも上位（町村では最上
位）
（人口減少に一定の歯止め）

改善度合いは
県内市町村で１位

2005年から2010年では、
ほぼ全世代で流出超過の
状況

2010年から2015年では、
20代など若い世代の流入が
見られる

平成28年度高知県集落調査資料

ふるさと留学

2005年～2010年

2010年～2015年

ふるさと留学

※コーホート変化率：
　一定期間（ここでは5年間ごと）の人口増減を変化率
　として表したもの

大川村の人口推移の状況
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　　　　　　　　　　大川村における観光・交流の取り組み
これまでの取組・実績

○大川村最大のイベント
　謝肉祭：平成28年度　1,879人
　　　　　　　毎年1,500人以上を県内外から集客 　

○観光資源を活かしたツアーの実施
　石鎚山系ロングトレイルモニターツアー
　　　：平成28年度  47人（計4回）

○どんぐり銀行植樹祭
　　　：平成28年度　90人
　　　　　㈱ベネリック（ジブリグッズの販売）と連携
　　　　　した「どんぐり銀行本店」が大川村に存在　　　　　　　　　　　

○2017年JAF中四国ラリー選手権第２戦を誘致
○サイクリングツアー「俺たちの謝肉祭」を催行
○日本ロングトレイル協会に山岳コースをエントリー予定
○四国の水瓶　さめうら湖を活用したアクティビティを検討中　 
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土佐はちきん地鶏について
 食鳥処理・加工施設の概要
　平成29年7月完成　11月本格稼働　　　　　　　　　

○食鳥処理・加工施設　
施設規模：１棟：654ｍ2
施設能力：５００羽／日
規模

・県版HACCP
第３ステージ認証
（食鳥では県内初）

◆ 雇用の創出

○食鳥処理・加工施設
　5名（うち新規雇用4名：H29.4）
→さらに5名を雇用予定
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